
 

関西 Tech to Biz ネットワーク 

「ものづくり要素技術 PR シート」 
 

新たな細胞実験用プレートの可能性を広げる『特殊形状プレート』と

『COP 樹脂成形』 
～ありそうでなかった製品で客先ニーズを実現～ 

 

深江化成株式会社 
 

 

  従来「生体組織を構成する一群の同種の細胞の集団は、個々の細胞でも全て同じ動態を示す」と考えられてきましたが、近年

「細胞は個々に動態が異なりストレスやダメージでその動態が変化する」と解ってきました。「単一細胞（シングルセル）の解析

研究」は、血液学、再生医療、がん研究等様々な分野で生体機能の理解を深める重要課題と認識され確立が急務です。これらの

研究では、利用する単一細胞を「如何にストレスやダメージなく回収するか」、「確認し難い単一細胞を如何に素早く明瞭に観察

できるか」が重要です。そこで弊社は、本事業において単一細胞の視認性を高める 2 種のプレートを開発しました。これらは

今、開発者の思惑を超え、様々な細胞培養に応用可能なプレートとしてお客様の手で工夫、活用され始めています。 

 

① 設計技術 

1-1 テーパー付ウェルプレート 

 細胞培養プレートで顕微鏡観察を行う時、視野の明度を保つためライト

を当て、細胞が入っているウェルを１つずつ観察していきますが、中心部

を狙った場合には、ウェル周辺部分が暗くなり、少量の組織や単一細胞の

ような小さいものは確認し辛くなります。これはウェルの壁が垂直に近い

形で立っているからで、ウェル底部の面積を狭め、壁のテーパーを大きく

とることで、この問題の解消に努めました。 

 

1-2 穴あきプレート 

 黒色の穴あきプレートに、ガラスに匹敵する高い透明度で薄い COP フィ

ルムを貼ることで、顕微鏡等で焦点距離を短くできず問題となるプレート

の底厚解消に努めました。また、観察時に、培養液の蒸発でシングルセル

にダメージが起こりにくいよう、独立ウェル形状で製作し、ウェル周囲に

PBS などをプールできる構造にしました(次ページ写真参照)。フィルムは

細胞への影響を考慮し接着剤を使用しない接合を目指して取り組みまし

た。 

 

② プラスチック成形技術 

 これらのプレートは COP による成形を行いました。COP は成形難度が高

いですが、透明度が高く、細胞など生体に対し影響を及ぼしにくい樹脂で

細胞培養製品群の素材として注目されています。 

 

設計/プラスチック成形 

▲底面に COP フィルムを接合しています 

▲テーパーがウェル周辺部の暗さを解消する 
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製品名 テーパー付ウェルプレート 

 

想定ユーザー 細胞培養等を実施する研究機関 

 

 サポイン事業で獲得した要素技術を用いて、顕微鏡観察時の視野が明るいプレートを開発し

ました。顕微鏡のライトの影ができないようにつけたテーパーは、細胞が穏やかに底部へ沈み

やすくなることも考えた形状です。また、底面の径は口元より小さく、底面が単一の視野に収

まることも利点の１つになっています。開発時に想定していなかった利点として、「既存の

96/384 フォーマットでは、ウェルの口元と底面がほぼ同じ径であるため、少量の細胞サンプル

を顕微鏡で観察する時には小さいウェルが観察しやすいが、口元が狭すぎて分注しにくい。口

元からの分注し易さを優先に考え大きなウェルのものを使うと、底面が大きすぎる」というこ

とで、本製品にお客様からお声がけいただいたことがあります。単一細胞などの微小物の顕微鏡観察に販路を広げたいと思います。 

製品名 ボトムレス 96 ウェルプレート 

 

想定ユーザー 細胞培養等を実施する研究機関 

 

サポイン事業で獲得した要素技術を用い底面に COP フィルムを貼って使用する穴あきプレ

ートを開発しました。実際に製品等を見ていただいたお客様からは、細胞種によって接合を希

望されるフィルムに関する様々な要望をお聞きしており、それにお応えするトライアルを行っ

ています。また、開発時には想定していませんでしたが、フィルム以外にも、メッシュやフィ

ルターなどご自身の研究に沿った異素材の接合を希望されるユーザー様も多くいらっしゃい

ました。そのようなご要望にお応えすべく、ボトムレス（フィルムを敢えて貼らないプレート）

の販売も行っています。プレートの色は実験方法によってご希望のものに変更可能です。これ

までにありそうでなかった製品として新たな販路開拓を進めています。 

 

 

 

 当社は、理化学分野で使用される、実験用プラスチック消耗品の製造・販売を主とした事業

展開を行っています。弊社でも販売している細胞培養製品は、ニーズは高く、今後製品の品質

や安全面という点がますます注目されていくと考えられます。事業当時 COP での成形は弊社と

してトライ案件でした。今回の製品については、東京大学の先生方との共同開発品です。先生

方からの率直なご意見でものづくりを進められたことが成果に繋がったのだと考えています。 

 

｜企業名：深江化成株式会社 

｜住 所：〒651-2241 神戸市西区室谷 2 丁目 2番地 7 

｜U R L：https://www.watson.co.jp/ 

 

｜窓口担当者：秋吉 由佳里 ／ 営業本部 開発担当課 

｜TEL：078-991-4477 

｜E-mail: akiyoshi@watson.co.jp/

 

要素技術の高度化に成功した「開発の秘訣」 

✔     

✔     

木村 昌一 ／ 代表取締役 開発担当者 

▲テーパー付ウェルプレート 

▲白で成形。独立したウェルの 

周りに PBS をプールできます 


